
地震による県庁舎内の被災状況
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除染の実施
　放射線量低減のための面的除染が、平成30年３月までに、帰還困難区域を除いて
全て完了しました。

住 宅
（事業所等含む）

約42万戸

公共施設（学校、公園等）　　　約1.2万施設

道　　路　　　　　　　　　　約1.9万㎞
農　　地（水田、畑地等）　　　約3.1万ha

県内各地の震度
　平成23年3月11日に三陸沖を震源としたマグニ
チュード9.0の地震が発生。最大震度7を記録した国
内最大級の地震でした。

人的被害（令和2年12月7日現在）

家屋被害（令和2年12月7日現在）

避難者の推移 空間線量率の推移（福島市）

2021年
　2月号今月の表紙 東日本大震災・原子力

災害伝承館　（双葉町）
東日本大震災・原子力災害伝承館の職員の皆さん。同館では、原子力災害の記録や教訓に加え、地域コミュニティや文化・
伝統の再生などをテーマに復興に向けて挑戦を続ける福島の姿を通し、防災・減災について学ぶことができます。

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な
く
10
年
と
な
り
ま
す
。
長
く
険
し
い
、
復
興

へ
の
道
の
り
は
い
ま
だ
途
上
で
す
が
、着
実
に
進
展
し
続
け
る
ふ
く
し
ま
の

姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※震災関連死：地震などの直接的な被害によるものではなく、
　　　　　　　 その後の避難生活での体調悪化や過労など間接
　　　　　　　 的な原因で死亡すること。

重機を使い捜索活動を行う警察職員
（福島県警本部提供）

[出典]福島県災害対策本部（暫定値）[出典]福島県災害対策本部「平成23年東北地方太平洋沖地震　
　　　による被害状況即報」各月報

死　　　者 4,146人（うち震災関連死※2,316人）
行方不明者 1人

全　　壊 15,435棟

半　　壊 82,783棟

特 集
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　震災直後の放射線量に
比べると、現在は大幅に
減少しました。
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避難指示区域の状況
　帰還環境の整備により避難指示の解除が進み、県土に占める
避難指示等区域の面積は約12％から約2.4％になっています。

公共インフラの復旧と整備
　避難指示解除区域等の復興が早期に進むよう、浜通
り地域への主要８路線の整備などが進められています。

福島ロボットテスト
フィールド
陸・海・空のフィールドロボットの
一大開発実証拠点が南相馬市と
浪江町に令和2年３月、全面開所
しました。

JR常磐線
震災以降、一部の区間で不通と
なっていたJR常磐線が令和2年
３月、９年ぶりに全線運転再開し
ました。

東日本大震災・
原子力災害伝承館
令和2年９月開館。甚大かつ複
合的な災害の記録と記憶を防災・
減災の教訓として、未来へつない
でいきます。

復興状況

　
震
災
か
ら
間
も
な
く
10
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。

　

昨
年
は
、
双
葉
町
、
大
熊
町
、

富
岡
町
の
帰
還
困
難
区
域
の
一
部

地
域
で
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

ほ
か
、Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
再
開
、

福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
の
全
面
開
所
な
ど
、
本
県
の
復

興
は
着
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
今
も
な
お
多
く
の

方
々
が
避
難
生
活
を
続
け
て
お
ら

れ
る
ほ
か
、
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
、

風
評
と
風
化
の
問
題
、
急
激
な
人

口
減
少
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
４
月
か
ら

始
ま
る
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間

に
お
い
て
も
、
全
力
で
福
島
の
新

し
い
未
来
を
形
作
る
た
め
の
挑
戦

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

福
島
県
知
事 

内
堀 

雅
雄

福島第一
原発

計画的避難区域

緊急時避難準備区域

警戒区域

20km

30km

避難指示等区域
県土の約12％

平成23年4月23日時点

※避難指示等区域面積には、旧緊急時避難準備区域を含む。
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※帰還困難区域の面積には、特定復興再生拠※帰還困難区域の面積には、特定復興再生拠点区域の面積を含む。

避難指示等区域
県土の約2.4％

浪江町

富岡町

大熊町

葛尾村

双葉町

飯舘村

令和3年1月末現在

帰還困難区域 約337㎢
うち特定復興再生拠点区域（ （約28㎢

編集担当より ２月号は「ふくしま2011→2021　東日本大震災からの復興」特集として、一部のコーナーをお休みして制作しています。



震災から10年、台風から１年が経ち、コロナ禍という困難の中でも頑張る県民の姿がある。自分も頑張ろうと思います。（伊達市）
【編集担当より】今号も頑張る県民の皆さんをご紹介しています！ 読者からのお便り 2021年

　2月号 4

地
域
と
共
に
成
長
す
る

道
の
駅
を
目
指
し
て

　

関
西
で
生
ま
れ
育
ち
、
震
災
当
時
は
大
阪
の

有
機
農
産
物
を
扱
う
会
社
で
食
品
バ
イ
ヤ
ー
を

し
て
い
ま
し
た
。
震
災
後
、
関
東
以
北
の
食
品

が
売
り
づ
ら
い
状
況
が
続
き
、
違
和
感
を
抱
い

て
い
ま
し
た
。
何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け

ど
、
向
き
合
っ
て
み
よ
う
と
福
島
に
来
た
の
が

２
０
１
５
年
で
す
。

　

二
本
松
市
、
南
相
馬
市
で
働
き
、
そ
の
後

（
一
社
）ま
ち
づ
く
り
な
み
え
の
方
か
ら
声
を
掛

け
て
も
ら
い
浪
江
町
の
地
域
づ
く
り
支
援
員
と

な
り
ま
し
た
。
帰
還
し
た
方
に
暮
ら
し
や
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
聞
い
た
話
の
中
に
は
、
交
流

で
き
る
場
所
が
ほ
し
い
と
い
う
声
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
道
の
駅
は
人
と
人
と
が
交
流
す

道の駅なみえ

駅長　東
ひがしやま

山 晴
はる

菜
な

さん

浜通り

楽
し
み
に
待
つ
人
の
た
め
、

作
り
続
け
る「
あ
ん
ぽ
柿
」

　
伊
達
市
梁
川
町
五い
さ
ざ
わ
十
沢
地
区
で
約
１
０
０
年
前

か
ら
製
造
、販
売
が
始
ま
っ
た
県
を
代
表
す
る
冬
の

味
覚
で
す
。
添
加
物
を
使
わ
な
い
自
然
な
甘
さ
で

栄
養
価
も
高
く
、食
物
繊
維
も
豊
富
で
す
。
出
荷
時

期
は
3
月
下
旬
ま
で
で
、ま
さ
に
今
が
旬
。

　
原
発
事
故
後
、Ｊ
Ａ
と
生
産
者
で
果
樹
園
の
除
染

を
行
い
ま
し
た
。
あ
ん
ぽ
柿
は
干
す
こ
と
で
水
分

が
飛
ぶ
た
め
、セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ん
で
す
。
震
災
後
、2
年
間
は
ひ
た
す
ら

除
染
と
調
査
を
続
け
、実
っ
た
柿
は
全
て
廃
棄
…

悔
し
く
て
涙
が
出
る
思
い
で
し
た
。
そ
の
後
、袋

に
梱
包
し
た
状
態
で
放
射
性
物
質
検
査
が
で
き
る

非
破
壊
型
の
検
査
機
が
開
発
・
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
か
ら
製
品
を
全
量
検
査
し
、安
全
性

あんぽ柿生産農家

宍戸農園　宍
し し

戸
ど

 里
さと

司
し

さん

福
島
の
食
と
観
光
を
つ
な
ぎ

魅
力
を
発
信

　
25
年
ほ
ど
前
か
ら
観
光
業
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
当
た
り
前
の「
地
産
地
消
」を
宿
泊

施
設
で
進
め
る
た
め
、農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
や
生
産
者
と
宿
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
震
災
直
後
は
会
津
地
方
の
観
光
も
ス
ト
ッ
プ
。

地
産
地
消
の
取
り
組
み
の
柱
で
あ
る
生
産
者
さ
ん

に
生
業
を
続
け
て
も
ら
う
た
め
、毎
週
土
日
、全

国
各
地
に
福
島
の
農
産
物
の
販
売
に
出
向
き
ま
し

た
。
応
援
の
声
も
、そ
の
逆
も
あ
り
ま
し
た
。
誤

解
を
解
く
た
め
、小
さ
な
努
力
を
続
け
る
日
々
。

震
災
直
後
は
生
産
者
さ
ん
が
辞
め
て
し
ま
っ
た
ら

…
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
お
宿
さ

ん
と
一
緒
に
生
産
者
さ
ん
の
思
い
を
動
画
に
し
て

特定非営利活動法人素材広場

理事長　横
よ こ

田
た

 純
じゅん

子
こ

さん

ふくしま
東日本大震災からの復興



　県産農林水産物は出荷前に検査を実施し、安全性
を確認しています。

※主食である米については平成27年産米以降５年間基　
　準値超過がないことから、令和２年産米より避難指示
　等のあった12市町村を除きモニタリングに移行しま
　した。

[出典]福島県環境保全農業課　
　　　 農林水産物の緊急時環境放射線モニタリング実施状況

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
方
々
が
こ
こ
で
交
流
し
て

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

 　
建
設
中
の
２
号
棟
に
は
、大
堀
相
馬
焼
の
体

験
施
設
と
、
震
災
前
は
浪
江
町
に
あ
っ
た
鈴
木

酒
造
店
さ
ん
の
酒
蔵
が
入
り
ま
す
。
１
号
棟
に

は
無
印
良
品
も
入
る
予
定
で
３
月
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
で
す
。
道
の
駅
な
み
え
は「
成
長
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
町
が
復
興
・

変
化
し
て
い
く
よ
う
に
、
私
た
ち
も
成
長
し
続

け
て
、町
民
の
方
が
主
役
に
な
る
、そ
ん
な
道
の

駅
に
し
て
い
き
た
い
で
す
！

請戸漁港で水揚げされた「釜揚げしらす
丼」と浪江産エゴマを使った「バナナと
エゴマのスムージー」

道の駅なみえ
浪江町大字幾世橋字知命寺60

を
確
認
し
た
上

で
出
荷
を
再
開
。

現
在
の
出
荷
量

は
震
災
前
と
比

較
し
て
、
8
割

程
度
ま
で
戻
っ

て
い
ま
す
。
出

荷
で
き
な
い
間

も
待
っ
て
て
く

れ
る
人
が
い
て
、う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　
震
災
が
起
き
た
と
き
は
、10
年
先
な
ん
て
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
。
先
人
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
文
化
、

あ
ん
ぽ
柿
を
使
っ
た
新
し
い
商
品
作
り
な
ど
も
取

り
入
れ
て
継
承
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

一つ一つ丁寧に、手作業で作られています

宿
で
流
せ
な
い

か
な
ど
、
新
た

な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
ま
す
。

　
宿
は
地
域
の

観
光
商
社
、
そ

し
て
食
育
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
あ
の

宿
が
あ
っ
て
、あ
の
生
産
者
さ
ん
が
い
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
関
係
作
り
を
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
そ
の
宿
に
泊
ま
り
に
来
て
く
れ
た
方
に
福

島
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、ま
た
足
を
運
ん

で
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
！

生産者さんと一緒に活動しています

県産農林水産物モニタリング等の状況

観光客の推移

参考データ

野菜・果物、畜産物等の検査結果
【平成31年4月1日〜令和2年3月31日】

米の全量全袋検査結果
【令和元年産】

⽞⽶
令和元年8月26⽇〜
令和2年11月30⽇

検査点数 基準値超過数 超過数割合

約949万点 0点 0.00%

種　別 検査件数 基準値超過数 超過数割合
野菜・果実 2,180件 0件 0.00%
畜産物 4,102件 0件 0.00%

栽培⼭菜・きのこ 1,161件 0件 0.00%
海産⿂介類 5,439件 0件 0.00%
内⽔⾯養殖⿂ 　　66件 0件 0.00%
野⽣⼭菜・きのこ 　781件 0件 0.00%
河川・湖沼の⿂類 1,129件 4件 0.35%

100%

62%

78% 92% 95% 99% 99%

0%
40%
80%
120%

千人 57,179 35,211 52,764 54,494 56,336 56,344
[出典]福島県観光交流課 福島県観光客入込状況

観光客数入込（震災前を100％とした推移）

H22 H23 H24 H28 H29 H30 H31

44,459

ふくしま
東日本大震災からの復興

特 集
インタビュー

　5 県内にロボット、ドローン等を開発している企業があることは知っていましたが、福島ロボットテストフィールドまで整備されてい
たことには驚きました。人とロボットが共存できる社会が間近に感じました。（いわき市 50代）

2021年
　2月号 読者からのお便り


